
FRP 防水の塗替えに最適！
改修用水性トップコート

水性水性 改修用改修用

JA-280ジョリエース

● 標準色

● 特長

● 用途
　　FRP防水用上塗り材（改修用）

● 適用下地
　　既存ポリエステル系トップコート（改修）

C20

JA-280

● ジョリエース JA-280は、アクリルウレタン樹脂を主成分とす
る水系トップコートで、常温硬化二液型です。

● 既存FRP防水のトップコート塗り替え時、JA-280はサンディ
ング後、アセトン拭きで良好な密着性を示します。

● 臭いが少ない材料です。
● ホルムアルデヒド等級区分 F☆☆☆☆（日本塗料工業会自主  A 0 113 8 ）

new

水性なので、

臭いが少ない！
作業が快適！
優れた密着性！



● 本カタログに記載されている製品の使用、取扱い、保管については、必ず製品説明書および製品安全データシート（MSDS）も合せてお読みください。
● 記載内容は当社試験結果によるもので十分信頼し得るものと考えておりますが、ご需要家各位において使用された結果を必ずしも保証したものではございません。また、使用

目的、使用条件により結果が相違する場合もありますので、予めご需要家各位でご確認されることを推奨します。

● 物性
試験項目 試験結果 試験方法

混合比（主剤：硬化剤） 10：1（重量比） ー
可使時間 3 時間 試験条件 20℃

指触乾燥時間 1時間 試験条件 23℃
耐候性 光沢保持率：85％ キセノンウェザーメーター（1000 時間）
光沢度 78 JIS K 5600（60°鏡面光沢）

密着性（下地：ポリエステルトップコート） 25/25（良好） JIS K 5600
鉛筆硬度 2B JIS K 5600

作業前の確認 取扱い作業に際しては、説明書、製品安全データシート（ＭＳＤＳ）などで、注意事項を確認してください。

取扱い場所 取扱い作業所には、局所排気装置を設けてください。

取扱い方法 （１）取扱い中は、皮膚に触れないようにし、必要に応じて有機ガス用防毒マスク又は送気マスク、保護手袋、保護メガネ、前掛け等を着
用してください。

（２）容器からこぼれた場合には、布（ウエス）で拭きとって、安全な場所に廃棄してください。
（３）取扱い後は、手洗い及びうがいを十分に行ってください。

応急措置 （１）作業衣等に付着した場合には、その汚れをよく落としてください。
（２）皮膚に付着した場合には、多量の石鹸水で洗い落とし、痛み，又は外観に変化がある時には、医師の診断を受けてください。
（３）目に入った場合には、多量の水で洗い流し、早く医師の診断を受けてください。
（４）蒸気，ガスを吸い込んで気分が悪くなった場合には、空気の清浄な場所で安静にし、必要に応じて医師の診断を受けてください。
（５）誤って飲み込んだ場合は、早く医師の診断を受けてください。

保管方法 （１）密栓の上、火気のない５～３５℃の直射日光の当たらない場所に保管してください。
（２）子供の手の届かない所に保管してください。

塗床材以外の使用禁止 本来の用途以外には、使用しないでください。

廃棄方法 （１）河川等の環境中に投棄、及び漏出させないでください。
（２）廃棄物の処理、及び清掃に関する法律、及び都道府県条例等に基づき、中身を使いきってから処理するか、許可を受けた処理業者

に委託してください。

水性アクリルウレタン樹脂 JA-280
● 標準使用方法

● 容量
　　4.4kgセット
　　（Ａ液：４ｋｇ　Ｂ液：０．４ｋｇ）

下地に水滴や結露がある場合は
十分に水分を除去し、乾燥させて
ください。又、塵埃、油類、錆などを
除去してください。

下地に硬化不良及び不具合がな
いことを確認し、突起物などは除
去及びレベル出しをサンダーな
どで行ってください。

主剤及び硬化剤はよく攪拌した
後、主剤：硬化剤＝10：1 （重量
比）で秤量し、電動攪拌機で十分
混合してください。

アセトンにて汚れを拭き取ってく
ださい。

ローラー刷毛又はスプレーにて
均一に塗布してください （塗布
量：０．２kg／㎡）。

● 有効期間
　　製造後６ケ月

安全上のご注意
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● 改良のため、予告なく仕様及び価格を変更することがありますのでご了承ください。確認は最寄りの当社までお願いいたします。　
●荷受けの際、必ず破損の有無をご確認ください。万一破損している場合は、運送会社の証明をもらい、至急当社へご連絡ください。
　（後日に発見された場合は、責を負いかねます。）
●印刷物につき、商品写真と実物とは多少相違することがございます。　●商品ならびに施工に関するお問い合わせは最寄りの当社へお願いいたします。
● ©アイカ工業株式会社　本書に収録したものの一部または全部の無断複製・転載を禁じます。

本　　社／愛知県清須市西堀江2288番地
東京本社／東京都練馬区豊玉北6丁目5番15号
　　　　　営業カンパニー

ホームページアドレス ／ http://www.aica.co.jp/

ISO 9001 認証取得 JQA-2019
ISO 14001 認証取得 JQA-EM0513
OHSAS18001適合 JQA-OH0017

化成品・化粧板・住器建材・電子製品・機能材料

D175C  13.12.2S.AD
※コールセンター・カタログセンターを含む全営業店所の営業日は、月～金（除く：土日祝休）です。当日出荷ご依頼分の受付時間はA.M.12：00です。

〈052〉409-1482〈052〉409-8313〈0120〉525-100
アイカ コールセンター

●各種お問い合わせ先
※フリーダイヤルは、携帯電話・PHS・一部のIP電話等からはご利用に
　なれない場合がございます。

TEL FAXアイカカタログセンター
TEL〈052〉409-1471

カタログ、サンプル帳、現物サンプルの
ご請求はホームページまたはFAXにて

ホームページ：www.aica.co.jp
FAX〈052〉409-1526

〈03〉5912-2782
〈052〉757-1056
〈06〉6265-6828

東　京ショールーム
名古屋ショールーム
大　阪ショールーム

業務用
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共通項目

※試験結果は、弊社試験室における実験に基づくもので保証値ではありません。


